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連携型
【モデル中学校区の授業・活動から】

小学校と中学校はそのままで、
教員や子どもが交流するスタイル

　これまでも第三中学校区では、中学
校の教員が小学生に教えることはあり
ましたが、小学校の先生と一緒にＴＴ
で、しかも小学校の先生と授業を考え、
何回も小学校に行って授業をした
のは初めてでした。子どもの反

応も良く、楽しかったです。
小学校に何度も足を
運んだので、子ども
たちや先

生方の顔や名前もたくさ
ん覚えました。

　「中学校から小学校へ行って教えるの
は大変ですね」とよく言われますが、私
は大変だとは思っていません。子どもを
教えるのは小も中も同じですし、目の前
の６年生は私たちの中学校へ来るわけで
すから…。これからも、小中の橋渡し的
な役割ができたらと思っています。

池田先生が三条小学校
で６年生の担任と一緒
に授業する様子

インタビュー❶　第三中学校教諭  池田  繁人さん

中
学校の教員が小学校の算数の授業をし
た実践を紹介します。卒業を間近に控
えた６年生を対象に行いました。

　算数は、積み上げの教科といわれ、小学校で
付けた力が十分でないと、中学校へ行って苦労
することになります。中学校では、基本的な四
則計算の力が十分でないと、中学校の授業につ
いていけない子どもがいることが分かっていま
した。そこで、今回、かけ算の筆算に注目し、
指導をすることにしました。

中学校の先生が小学校で授業事例１

先
進
地
事
例
紹
介

〜
広
島
県
呉
市
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
か
ら
〜

呉
市
で
は
、
平
成
18
年
度
現
在
、
同
じ
敷
地
内
や
隣
接
し
た

小
・
中
学
校
を
除
き
、
三
条
市
で
い
う
連
携
型
（
小
中
一

貫
教
育
実
践
校
）が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す（
５
つ
の
中
学
校
区
は
、

小
中
一
貫
教
育
校
と
呼
ば
れ
、
平
成
23
年
４
月
に
は
施
設
一
体

型
の
小
中
一
貫
校
も
完
成
予
定
で
す
）。
小
中
一
貫
教
育
校
に
比

べ
、
連
携
型
の
小
中
一
貫
教
育
実
践
校
の
場
合
、
各
中
学
校
区

で
で
き
る
内
容
か
ら
進
め
て
い
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

☆
中
学
校
区
の
経
営
理
念
な
ど

の
設
定
や
推
進
組
織
の
設
置

☆
中
学
校
区
の
年
間
行
事
な
ど

の
計
画
の
作
成

☆
小
中
一
貫
教
育
推
進
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
指
名

☆
中
学
校
区
学
び
方
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
と
小
中
合
同
研
修

会
（
授
業
研
究
）
の
実
施

☆
小
中
共
通
学
校
通
信
の
作
成

お
よ
び
配
布

　複数の教員が教える
ことを「チーム・ティ
ーチング」といいます。
その頭文字をとって、
「Ｔ・Ｔ（ティーティー）」
と呼ばれます。授業は、
一人がメインの先生と
なって進め、もう一人
がサブの先生として児
童生徒の個別の支援に
あたることが多いよう
です。今回の2つの授業
は、中学校の教員がメ
イン、小学校の教員が
サブとして授業を進め
ました。

TT授業とは？

特集
　はじまる

 小中一貫教育 その②
～三条市は連携型からスタートします～　

　はじまる

 小中一貫教育 その②
～三条市は連携型からスタートします～　

前
回
は
、「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」
の
説
明

と
三
条
市
に
み
ら
れ
る
そ
の
状
況

（
い
じ
め
・
不
登
校
の
増
加
や
中
学

校
入
学
後
の
学
力
低
下
な
ど
）、
ま
た
、「
中
一

ギ
ャ
ッ
プ
」の
解
消
を
目
指
す「
小
中
一
貫
教
育
」

の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
今
回
は
、「
小
中
一
貫
教
育
」
の
【
３

つ
の
型
】
と
、
市
内
で
先
行
的
に
行
わ
れ
て
い

る
モ
デ
ル
中
学
校
区
の
実
践
を
紹
介
し
ま
す
。

小中一貫教育３つの型

連携型
一体型
併用型

「小中一貫教育」には、３つの型がある
んだよ。その３つとは、「連携型」「一体型」
「併用型」のことを指すんだ。第一中学
校区と第三中学校区をモデル中学校区に
指定した三条市は、まずは、「連携型」か
らスタートし、それぞれ、一体型（第一
中学校区）、併用型（第三中学校区）も目
指して進めていくんだって・・・。
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　京都市では、５つの中学校区で「小中一貫教育」
が進められています。平成19年度から実施している
御
お い け
池中学校区は、２つの小学校の６年生が、中学校
の校舎で学ぶ、「施設併用型」が特徴です。平成23年
４月には、施設一体型の小中一貫校も完成予定です。
【御池中学校区の特徴的な取り組み】
子どもの発達に即して、９年間を

「６・３制」から「５・４制」へ
①《小中ＴＴ授業》小学校６年へ中学校教員が入る

➡英語・理科・音楽・図工で実施
②《理科及び総合・生き方探究教育》

➡小３～中３までのカリキュラムの作成
③人間関係の力をつくり出す小中学生の異学年交流
　活動
　➡「６・９学年」交流授業や「合同修学旅行」

１～９年生（小１～中３）
が、一つの校舎で学ぶス
タイル

　施設一体型の小中一貫校として、平成18年度に日
野学園は開校しました。１年生～９年生まで、930人
あまりの児童生徒が通っています。校長、教頭以下
小中教員などは総勢約80人が勤務しています。
【日野学園の特徴的な取り組み】
子どもの発達に即して、９年間を
４（前期）・３（中期）・２（後期）のまとまりで

①《英会話の時間》
➡１年生から実施。独自教材を開発し実践

②《５年から教科担任制》
➡中学校籍の教員が小学校でも授業

③小中学生合同の諸行事
　➡「入学式」（１・７学年〈小１・中1〉合同）や「運
　　動会」（１年～９年を３色の縦割りチームに編成
　　し競技）

【先進地事例紹介】東京都品川区　日野学園 【先進地事例紹介】京都府京都市　御池中学校区

一体型
小学校の５・６年生が、
中学校の校舎で学ぶスタ
イル

併用型

　
小
中
一
貫
教
育
の
導
入
に
あ
た
り
、
保

護
者
・
地
域
・
学
校
が
、
力
を
合
わ
せ

て
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
教
育
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
知
恵
を
出
し
合
い
考
え
る

場
が
、
各
中
学
校
区
の
小
中
一
貫
教
育
推

進
協
議
会
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
第
一
中
学
校
区
は
、
連
携
型
か
ら
始
め

て
将
来
的
に
一
体
型
へ
の
移
行
を
視
野

に
入
れ
た
検
討
を
行
っ
て
い
く
わ
け
で
す

が
、
学
区
や
通
学
距
離
、
現
在
の
校
舎
の

老
朽
化
な
ど
越
え
る
べ
き
ハ
ー
ド
ル
が
幾

つ
か
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
行
基
準
な
ど
は
、
知
ら
な
い
人

が
多
く
、
市
か
ら
詳
し
い
基
準
な
ど
の
内

容
に
つ
い
て
も
情
報
提
供
を
し
て
も
ら
い

な
が
ら
、
地
域
連
携
部
会
で
保
護
者
、
地

域
と
学
校
、
市
が
双
方
向
で
意
見
を
交
換

し
、
み
ん
な
の
不
安
を
解
消
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
目
に
も
、
私
た
ち
大
人

が
い
が
み
合
う
の
で
は
な
く
協
力
し
、

「
和
」
を
た
も
っ
た
中
で
建

設
的
な
話
し
合
い
を
進
め
て

い
く
姿
を
見
て
も
ら
う
こ
と

が
大
事
な
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
最
終
的
に
は
、「
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
」、
そ

の
た
め
だ
け
に
、
力
を
注
い

で
い
く
こ
と
が
我
々
の
役
目

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小中一貫教育推進協議会とは
　学校、地域、保護者などをメンバーとし、各中学校区ごとに設置。モデ
ル形態、施設・設備の在り方などについて検討し、総合的にその中学校区
の計画を作成していく。下部組織の地域連携部会は、市民の意見を広く受
けとめていくため、誰でも参加できるオープンな会議としている。

インタビュー❸　第一中学校区小中一貫教育推進協議会
副会長（四日町小学校ＰＴＡ会長）武田　昇さん

特集
　はじまる

 小中一貫教育 その②
～三条市は連携型からスタートします～　

　この授業は、いろいろな意味で画期的
だったと思いますね。子どもたちの感想
から、喜んでいたこと、内容がよく分か
ったことが分かります。授業を行うため
に、授業関係者10人で打ち合わせをする、
ＴＴの授業者が何度も連絡を取り合う、
３つの小学校の６年生が中学校に集まる
など、今までにない苦労はありましたが、
それを越えた成果は確か
にあったと実感していま
す。これからは、同じ教
科で１回だけでなく、何
度か交流を続けていくよう
な授業を進め
ていけたらと
考えてます。

インタビュー❷　上林小学校教諭
　太田哲也さん事

例１と違って、３つの
小学校の児童が中学校
に集まって、英語授業

を受けた実践を紹介します。３つ
の小学校の６年生は、３つのクラ
スに分かれ、違う小学校の友だち
と一緒に学習をしました。授業者
は、中学校の教員３人と小学校６
年の担任です。２人組になって、
ＴＴの形で授業をしました。
　下の円グラフから分かるよう
に、９割以上の児童が「楽しかっ
た」と好意的にとらえています。
また、このような授業を年に１回
以上したいと答えた６年生は、95
㌫で、さらに３回以上してほしい
と答えた児童は64㌫（約３人に２
人）もいました。

６年生が中学校で授業事例２ち
ょ
っ
と
質
問
。
小
中
一
貫
教
育
推
進
協
議
会
っ
て

よ
く
聞
く
け
ど
、
実
際
に
は
何
を
し
て
い
る
の
？

アンケートの感想にこんなことが書いてあったよ

・好きなものを英語でいえるようになれて良かっ

　たです。

・中学校の先生の発音のうまさに驚きました。

表１　中学校の先生との英
語授業の感想

表２　中学校区の小学生が一
緒に学習することについて

アンケートの感想にこんなことが書いてあったよ

・英語が良く分かったし他の学校の人と話ができ

　て良かったです。

・他の学校の人たちと一緒に学習することは今ま

　でなかったから、最初は不安だったけど、やっ

　てみたら楽しかったです。
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小
中
一
貫
教
育
の
導
入
に
向
か
っ
て
、

モ
デ
ル
校
の
第
一
中
学
校
区
、
第
三
中
学

校
区
で
は「
小
中
一
貫
教
育
推
進
協
議
会
」

が
組
織
さ
れ
、
そ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。

　

三
条
市
の
児
童
生
徒
は
、
各
学
校
の
先

生
方
の
真
摯
な
努
力
と
家
庭
・
地
域
の
温

か
い
ご
協
力
、
ご
支
援
の
も
と
、
落
ち
着

い
て
学
習
や
諸
活
動
に
励
み
、
着
実
に
成

長
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
学
力
調
査
や

い
じ
め
・
不
登
校
の
実
態
な
ど
か
ら
、
ま

だ
指
導
法
や
環
境
面
な
ど
に
改
善
の
余
地

が
あ
る
と
い
え
ま
す
。
三
条
市
の
児
童
生

徒
は
さ
ら
に
た
く
ま
し
く
大
き
く
伸
び
る

力
を
秘
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
学
校
・
家

庭
・
地
域
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
最
大

限
に
引
き
出
す
の
が
、
私
た
ち
大
人
の
役

教
育
長
に
聞
い
た
。

　

小
中
一
貫
教
育
の
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
対
策
は
？

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
❹　

〜
行
政
の
声　

教
育
長
が
期
待
す
る
教
育
の
在
り
方
〜

い
を
活
発
に
さ
れ
、
具
体
的
に
活
動
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
大
変
心
強
く
思
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
毎
日
の
授
業
や
業
務
に
支

障
が
生
じ
る
よ
う
な
過
度
の
負
担
を
先
生

方
に
か
け
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
先
生
方
の

研
修
や
授
業
の
手
助
け
、
補
充
の
た
め
に

市
と
し
て
も
、
４
人
の
嘱
託
指
導
主
事
、

15
人
の
常
勤
講
師
を
採
用
し
、
各
学
校
に

配
置
し
精
一
杯
の
支
援
を
し
て
い
き
ま

す
。

　

次
に
家
庭
・
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
、
三

条
市
の
児
童
生
徒
の
よ
り
よ
い
成
長
を
目

指
す
小
中
一
貫
教
育
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
く
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
の
代
表
な

ど
の
方
々
か
ら
各
検
討
委
員
会
、
推
進
協

議
会
の
委
員
と
し
て
貴
重
な
ご
意
見
な
ど

を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
さ
ら

に
各
中
学
校
区
の
「
地
域
連
携
部
会
」
で
、

家
庭
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
随
意
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
学
校
区

の
条
件
や
特
色
を
生
か
し
た
「
小
中
一
貫

教
育
」
の
在
り
方
、
例
え
ば
、
校
舎
な
ど

の
教
育
環
境
の
問
題
、
規
模
や
学
区
、
通

学
手
段
の
問
題
、
あ
る
い
は
小
学
校
と
小

学
校
の
連
携
な
ど
幅
広
く
協
議
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

協
議
を
は
じ
め
小
中
一
貫
教
育
全
体
を
推

進
す
る
た
め
に
、
教
育
委
員
会
に
新
た
に

「
小
中
一
貫
教
育
推
進
室
」
を
設
置
し
、

積
極
的
に
資
料
や
モ
デ
ル
案
な
ど
を
提
示

し
、
小
中
一
貫
教
育
具
現
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
小
中
一
貫
教
育
の
よ
り
ど
こ
ろ

と
な
る
９
年
間
を
見
通
し
た
「
三
条
市
小

中
一
貫
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
作
成
は

欠
か
せ
な
い
作
業
で
す
。
新
潟
大
学
の
先

生
を
指
導
者
に
迎
え
、推
進
室・指
導
主
事・

教
諭
な
ど
で
英
知
を
集
め
て
モ
デ
ル
案
を

作
成
し
て
い
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
三
条
市
の
宝
で
あ

り
、
三
条
市
の
次
代
を
担
う
児
童
生
徒
の

よ
り
よ
い
成
長
を
目
指
し
て
、学
校・家
庭・

地
域
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

三
条
市
教
育
長　
松
永　
悦
男　

 

問い合わせ　小中一貫教育推進室　451116

目
で
あ
り
、そ
の
ひ
と
つ
の
手
だ
て
が「
小

中
一
貫
教
育
」
の
導
入
で
す
。

　
「
小
中
一
貫
教
育
」
具
現
の
中
核
と
な

る
の
は
、
小
学
校
と
中
学
校
の
先
生
方
が

共
通
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
む
意
欲
と
体

制
づ
く
り
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
デ
ル
校

区
の
先
生
方
は
、「
推
進
協
議
会
」
設
立

後
直
ち
に
全
体
研
修
会
や
共
同
授
業
・
共

同
活
動
部
会
を
開
き
、
情
報
交
換
や
今
後

の
計
画
な
ど
に
つ
い
て
前
向
き
な
話
し
合

特集
　はじまる

 小中一貫教育 その②
～三条市は連携型からスタートします～　学

校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
最
も
重
要

三
条
市
農
業
活
性
化
プ
ラ
ン
は
３
年
計
画

１　

農
産
物
の
高
付
加
価
値
化

　

売
れ
る
農
産
物
を
生
産
す
る
た
め

に
、
農
産
物
の
高
付
加
価
値
化
を
目
指

し
ま
す
。

　

農
産
物
の
お
い
し
さ
を
定
め
た
「
三

条
版
高
品
質
農
産
物
生
産
基
準
」
を
作

成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
場
産
農
産
物
を
活
用
し
た

加
工
品
を
開
発
し
ま
す
。

２　

販
路
開
拓

　

農
業
者
自
ら
が
市
場
の
動
向
を
把
握

し
た
販
売
戦
略
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

主
な
取
り
組
み
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用

に
よ
る
「
に
っ
ぽ
ん
ｅ
物
産
市
」
事
業

や
国
内
外
の
物
産
展
へ
参
加
支
援
・
食

品
産
業
異
業
種
・
異
地
点
間
と
連
携
し

た
農
産
物
の
供
給
、交
流
を
進
め
ま
す
。

３　

人
材
育
成

　

意
欲
あ
る
地
域
農
業
の
担
い
手
を
育

成
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
認
定
農
業
者

に
対
す
る
支
援
活
動
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
活
用
し
た
楽
農
希
望
者
な
ど

の
受
入
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

４　

地
産
地
消

　

地
域
全
体
で
地
場
の
農
産
物
を
愛
用

し
、
地
域
内
で
農
産
物
消
費
を
拡
大
す

る
地
産
地
消
運
動
を
進
め
ま
す
。

　

今
後
の
農
業
振
興
を
図
る
た
め
、
三

条
市
食
育
の
推
進
と
農
業
の
振
興
に
関

す
る
条
例
に
基
づ
き
「
三
条
市
農
業
活

性
化
プ
ラ
ン
」
を
４
月
に
策
定
し
ま
し

た
。
プ
ラ
ン
で
は
重
点
的
に
行
う
事
業

や
農
業
者
の
ほ
か
、
事
業
者
や
消
費
者

の
役
割
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

し
み
ん
市
や
直
売
所
で
の
農
産
物

利
用
が
拡
大
す
る
よ
う
に
支
援
し
、
学

校
給
食
で
の
地
場
産
農
産
物
の
利
用

を
拡
大
し
ま
す
。

５　

食
育
推
進

　

安
全
な
地
元
農
産
物
の
生
産
と
消

費
を
推
進
し
、
米
を
中
心
と
し
た
日
本

食
を
普
及
し
ま
す
。

　

学
校
教
育
田
活
動
の
充
実
と
豊
富

な
種
類
の
農
産
物
を
活
用
し
た
日
本

食
を
普
及
さ
せ
る
た
め
、
地
場
農
産
物

利
用
料
理
教
室
の
開
催
を
支
援
し
ま

す
。６　

環
境
保
全

　

環
境
保
全
を
重
視
し
た
農
業
を
進

め
、
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
利
活
用
す
る

社
会
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

計
画
で
は
高
品
質
堆
肥
づ
く
り
や

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を
行
う
農
業

者
の
育
成
、
田
ん
ぼ
の
生
き
物
調
査
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

―

関
係
者
の
役
割―

―
―
―
―
―
―

1　

市

　

こ
の
プ
ラ
ン
の
周
知
と
実
施
に
向

け
て
、
農
業
者
、
関
係
団
体
、
事
業
者

と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
に
も
広
く
情
報
を
提
供
し
ま

す
。

２　

市
民

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
農
業
が
担

う
自
然
環
境
保
全
の
重
要
性
を
理
解

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
特
に
農
地
へ
の

瓶
、
空
き
缶
な
ど
の
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

は
厳
禁
で
す
。

　

健
康
的
な
食
生
活
を
守
り
、
農
業
の

生
産
活
動
を
継
続
し
て
も
ら
う
た
め

に
も
、
地
場
産
農
産
物
の
優
先
的
購
入

や
農
業
者
と
の
交
流
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

３　

農
業
者
・
団
体

　

安
心
・
安
全
で
お
い
し
い
農
産
物
の

生
産
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
農

業
経
営
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
も
高

付
加
価
値
化
や
販
路
開
拓
に
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

４　

事
業
者

　

農
業
の
活
性
化
を
理
解
し
て
も
ら

い
、
農
産
物
の
地
域
内
流
通
、
消
費
の

拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
の
た
め
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
加
工
品
の

開
発
、
流
通
体
制
を
築
い
て
い
た
だ
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

農
林
課
農
政
係　
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線
２
２
１


